


■　「第２回もりぐち　ｄｅ ワールド」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守口市在日外国人教育研究協議会

　6 月 29 日（日）に外国にルーツをもつ児童・生徒・保
護者の集い「もりぐち　de ワールド」が守口市立守口
小学校で行われました。昨年度から守口市在日外国人教
育研究協議会 ( 市外教）主催の行事として、市全体で取
り組んでいます。テーマは、「同じ立場の仲間と出会い、
仲よく遊ぼう」です。
　市外教運営委員の先生方、守口市教育研究会民族部会

の先生方や、引率の先生方の協力のもと、「衣装」「韓国
朝鮮」「フィリピン」「ベトナム」「中国」のコーナーを
子どもたちがチームを組んでまわり、活動を通じて仲良
くなろうという取り組みです。今回は絵本の読み聞かせ
もプログラムに入り、より充実した内容を目指しました。
当日は中国、フィリピン、韓国・朝鮮、タイ、台湾、イ
ンドネシア、ネパール、ペルー、ベトナムの 9 か国・地
域にわたる、外国にルーツをもつ子どもたち（幼 4 人、
小 43 人、中 6人、計 53 人）、保護者（24 人）に教職員（60
人）をあわせて約 130 名集まっていただきました。半日
のみの集いでしたが、体育館に笑い声や歓声が響き、楽
しく思い出深いひとときになりました。絵本の読み聞か
せでは、保護者の方にも母国語で絵本を読んでいただき
ました。目を輝かせて聞き入っている子どもたちの姿が
とても印象的でした。その国の文化やことばを大切にし
て、外国にルーツをもつことに誇りをもって生きていけ
るように、このような取り組みを継続していく必要性と
意義を改めて感じる機会となりました。

（2）国際理解教育

　ＯＦＩＸ では、大
阪の国際化の促進を目
的として、国際理解教
育外国人サポーター派
遣事業を実施してい
ます。この事業では、
ＯＦＩＸに登録してい
る府内に住む外国の方
をサポーターとして、
大阪府内の小・中学校

や高校に派遣して、母国の歴史や文化等を子どもたちに
教えています。
　6 月 26 日には、ベトナム、インドネシア、スリラン
カ、ブラジルと中国の 5 カ国から 5 人の外国人サポー
ターが大阪市立長居小学校を訪問しました。6 年生の全
児童に歓迎されながらのサポーター全員の簡単な自己紹
介が終わってから、それぞれのクラスに分かれました。
サポーターは任されたクラスで母国の風土や文化の紹介
のほか、歴史、教育事情、ゲーム等を発表して、子ども
たちと交流しました。
　ベトナムのサポーターはベトナムの多様な食文化を紹
介しました。特にベトナムの屋台料理と果物は見たこと
のない料理と果物ばかりで、子どもたちは、食べてみた
そうな目で写真を見ながら、興味深々に話を聞きました。
　インドネシアのサポーターが紹介した内容で一番印象
的だったのはインドネシアの島の多さとインドネシアで
見られる動物、特にコモドオオトカゲでした。
　スリランカのサポーターは民族衣装のサリーを見せた
り、児童に着せたりし
ました。初めてサリー
を見た児童たちは、そ
れが 1 枚の布だったと
知ってとても驚きまし
た。
　ブラジルのサポー
ターはブラジルの華や
かな祭りとスポーツに
ついて話しました。ク

ラスにはサッカーが好きな児童が多くて、サッカーでは
なく、バレーボールがブラジルでは一番のスポーツだと
いうことがわかって、とてもびっくりしていました。
　中国のサポーターは遊びの一種である足ジャンケンを
紹介しました。同じジャ
ンケンなのに手ではなく
足を使うものがあること
に子どもたちはびっくり
しました。最初はうまく
できなかったけど、少し
練習したらリズムに合わ
せて足ジャンケンがで
き、クラスはたいへん盛
りあがりました。
　当日に参加していた教員と保護者の感想は次のとおり
です。

教員の声
「それぞれの国の文化を知ることで、自分自身を振り返
り、『相手の気持ちを考えて行動する』『友達が困ってい
たらそっと寄りそう』などともに生きることの大切さを
理解することができました。」

「5 カ国の方に来ていただけたので、それぞれの国の文化
の違いを知ることができました。また、自国と似ている
ところや違うところを感じ、日本の国のことを外国の方
に知ってほしいという心が芽生えたように思います。」

保護者の声
　6 月 26 日、娘の通う大阪市立長居小学校にＯＦＩＸの
外国人サポーターの皆さんが来てくださいました。子ど
もたちは地形や風土、有名な料理や日本との関わりなど
のお話を聴いたり、祖国の遊びを教わりました。楽しく
盛りあがって、廊下にまで笑い声が響いていました。後
日グループごとに作成した壁新聞を見せていただきまし
たが、同じ国の壁新聞でもクラスによって内容が違って
いて、短い時間にたくさんの興味深いお話を聞かせてい
ただいたことがよくわかりました。貴重な体験をさせて
いただき、どうもありがとうございました。



（4）　外国人情報コーナー

■　エセック枚方研修について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）枚方市文化国際財団　星野　あい

　大阪府とフランス・ヴァルドワ－ズ州とが友好都市提
携を結んでおり、平成 4 年に大阪府から協力依頼を受け
実施しています。エセック枚方研修は企業研修のために
来日するエセック経済商科大学院大学生が日本の生活や
文化を学ぶために枚方に滞在するもので、今年で 23 年目
となりました。今年は、12 人の学生がこのプログラムに
参加し、6 月 28 日から 2 週間枚方市内にホームステイで
滞在しながら、ホストファミリーとの暮らしや日本語学
習、日本文化体験、市内企業訪問などを通して市民や日
本の学生たちとの交流を行いました。エセックの大学生
は日本の文化に興味を持って参加していましたが、ぎっ
しりと詰まったスケジュールに少し疲れがみえることも
ありました。しかし、個人の旅行では味わえない充実し

た内容のプログラムで貴重な 2 週間でした。来日前から
ESSEC で日本語を履修していた学生たちですが、枚方滞
在中の 2 週間で日本語がとても上達していました。研修
中の 4 回の日本語教室はもち
ろん、学生たちを見守ってく
ださったホストファミリーの
皆さんとの交流が学生達の日
本語上達の助けとなったよう
です。現在日本にてインター
ンシップ中の学生たちがこの
体験をもとに今後世界で活躍
していくことが楽しみです。

■　参加した学生の声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェンナ・アイットウアクィ

　私たちは、この 2 週間の枚方研修を決して忘れないと
思います。
　私たちの小さなグルー
プの一人ひとりはそれぞ
れの日本への興味があり
ます。本棚が漫画でいっ
ぱいの人や着物試着への
長年の夢を持つ人や最先
端技術の魅力に惹かれた
人などがいます。枚方研

修では、日本の文化が紹介され、その複雑さと多様性を
学びました。尊敬されている専門家のもとで、生け花、
茶道、伝統的な音楽、書道などの伝統芸能を体験する素
晴らしい機会を得ることができました。ビジネススクー
ルの学生として、日本のビジネスマンと出会い、あらゆ
る規模の企業を訪れることができました。日本の学生と
も交流して、美味しい日本料理も味わって、美しい場所
も訪れました。このような特別な環境で日本の伝統や文
化やビジネスなどについて学べることができて、光栄で
した。

（3）　フランス ESSEC 経済商科大学院大学生研修

■ 外国運転免許証から国内免許証への切り替えの手続き

　大阪府内に居住の方で、有効な外国免許証から日本の
免許証への切り替えの一般的な流れは、外国免許証を取
得した状況の口頭質問及び書類審査→視力・運動機能等
の適性試験→知識確認→技能確認日を予約→技能確認で
す。以上の全てに合格すれば、免許交付（ただし、知識
確認・技能確認が免除される国があります）となります。

知識確認とは：日本の交通ルールを正誤（○×）式で行
います。絵図（イラスト）を用いた 10 問の問題があり、
7 問正解で合格となります。多言語対応あり（日本語、
英語、韓国・朝鮮語、スペイン語、ポルトガル語、ペルシャ
語、ロシア語、タイ語、タガログ語、ベトナム語）

技能確認とは：申請された免許種別ごとに、運転免許試
験場内の試験コースにおいて試験車両を運転して行いま

す。100 ポイント中 70 ポイントで合格となります。
申請の条件や必要書類については

「大阪府警察ホームページ」⇒「各種手続き」⇒「運転免
許に関する各種手続き」⇒「Ｑ＆Ａ　こんなときは．．．」
⇒「Q1　外国（英国）免許から国内免許への切り替えの
手続」　
　
門真運転免許試験場　免許審査係 06-6908-9121（内線
351）
光明池運転免許試験場　審査係 0725-56-1881（内線 351）

【大阪府外国人情報コーナー】
　　9時から 17 時 30 分（月曜から金曜）
　　　　06-6941-2297
　　英語、韓国・朝鮮語、中国語、ポルトガル語
　　スペイン語、タイ語、フィリピン語、ベトナム語               

　いただいた感想は次のとおりです。
　（児童・生徒の声）
・「本がすごかったです。タイのことばは、０歳の時きい
たことがあります。」
・「フィリピンの遊びのほかにもいっぱいあってたのしい
です。フィリピンに１かい行ってみてください。そして、
その遊びをしてみてください。」
・「お母さんに本を読んでもらって、すごくうれしかった
です。また、遊んでもらってすごくうれしいです。」



◎ ＯＦＩＸニュースについてのご意見、ご感想はこちら info@ofix.or.jp　　

◎ バックナンバーはこちら 

　　http://www.ofix.or.jp/info/mail/backnumber/index.html
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■  世界で活躍する大阪人
    青年海外協力隊（ルワンダ、理数科教師）  崎山　章

　【青年海外協力隊参加のきっかけ】
　ルワンダのことを何ひとつ知らな
かった私が、今、青年海外協力隊とし
てルワンダで暮らしているのは、東南
アジアを旅行中に、家庭の貧しさから
初等教育を受けられなかったという青

年に出会ったのがきっかけです。弟を学校に行かせるた
めに、独学で英語と日本語を覚え、観光客にジュースを
売っている青年の姿を見たとき、私は「誰かのために何
かしたい」という気持ちになり、青年海外協力隊に応募
しました。

【世紀の大虐殺から２０年、奇跡の復興が進むアフリカ
の小国ルワンダ】
　ルワンダはアフリカの中央部に位置する面積が四国の
1.5 倍ほどの小さな国です。年中初夏のような陽気で、
ルワンダ人の人柄は、温厚でとても優しく少しシャイで
す。
　そんな今の彼らの姿からは想像できませんが、今から
20 年前、ルワンダでは内戦が激化、「ルワンダ大虐殺」
が起きました。たった 3 か月間で子どもからお年寄りま
で延べ 100 万人の人々が亡くなったといわれています。
過去の悲しみを乗り越え、ルワンダは今、「アフリカの
奇跡」と呼ばれるほど、急速な発展を遂げています。

【ルワンダでの青年海外協力隊活動】
　「ＩＣＴ（情報通信技術）立国」を目指しているルワ
ンダでは、現在、その基礎となる理数科教育に焦点をあ
て、技術者の育成に力を注いでいます。私はルワンダで、
中高等学校で物理と数学の授業を担当し、各地の学校で
ワークショップを実施しています。
　ルワンダの学校の朝は早く、7 時 20 分の金ダライをた
たく音（チャイム）で一日の授業が始まります。1 クラ
ス 50 名ほど、生徒は狭い 3 人がけの長椅子に肩を寄せ
ながら座り、青インクのボールペンで先生の板書を一生
懸命自分のノートに書き写します。夕方４時に一日の課
業が終わると、生徒たちはサッカーやバスケットボール
をして友だちと楽しく過ごします。

【ルワンダで気づいたこと】
　ルワンダに来て気づいたことは日本の学校教育のレベ
ルの高さです。写真がたくさん載っている教科書や参考
書、資料集、数えきれないほどの文房具があり、学校に
は理科室や図書室、コンピュータールームが設置され、
バラエティに富んだ給食。日本ではあたり前のことです
が、ルワンダにはこのようなものはほとんどありません。
電気がなく薄暗い教室、雨漏りする校舎。毎日、同じメ
ニューの豆のスープとイモの給食。座学中心の単調な授
業。教育に関する問題は山積みですが、現地の教員たち
とともに、どのようにしたら生徒たちにわかりやすい授
業ができるか、アイディアを共有しながら活動していま
す。目を輝かせながら真剣に実験を見ている生徒の姿や、

「（実験や科学イベントなどを）またやってほしい！！」
という生徒の声に、いつも励まされながら、これからも、
生徒たちの無限の可能性がルワンダの明るい未来を導い
てくれると信じて、生徒たちと真摯に向き合い、科学の
楽しさを伝えていきたいと思います。

（5）　JICA ボランティア活動報告

編集後記

●日本の夏はとても暑いですね。やっと 9月になって、紅葉の秋が待ち遠しいです。今年もきれいでしょうね。（Tan)

2009 年大阪工業大学卒業。東京都内の一般企
業に就職。2013 年 3 月から青年海外協力隊（理
数科教師）としてアフリカのルワンダで活動中。

科学イベントで中学
三年生に物理のアク
ティビティーをしま
した。

ルワンダの子ども
たち。道を歩いて
い る と よ く「Good 
morning. How are 
you?」と話しかけて
くれます。


